
ウ
マ

八

一

-
の
頃
之
を
品
岬
町
に
捧
げ
る
。
n
E
よ
内
先
悶
飽
及
び
東
一
け
た
備
を
呼
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、
情
各
町
東
由
は

里
肋
聞
の
入
却
に
神
酒
を
第
げ
る
儀
が
あ
h
、
都
っ
て
本
一
明
ら
か
で
な
い
。

-
殿
に
歪
お
り
敏
除
・関
原
・神
田
射
を
行
ひ
、
次
に
柏
崎
舗
郎

一

ウ
マ
プ
ギ
ヨ
ウ

馬
表
行

銅
応
器
行
は
御
山内
役・

一
の
携
を
守
隠
し
て
階
下
に
至
る
時
執
附
酬
と
問
答
を
な

一
御
馬
岡
山
を
支
配
す
る
o
I
(
の
初
は
不
明
で
あ
る
が
、

一
L
、
次
に
鵜
捕
部
は
終
結
を
下
し
、
鵜
を
附
下
に
放

一
三

m前
孫
市
・抽
出
野
磁
左
衛
門
・
印
刷
輿
=
一
郎
の
三
人

ち
、
再
拝
し
て
退
け
ば
、
観
は
自
ら
内
仰
に
泌
む
。

一
が
成
治
以
前
に
勤
め
た
と
い
ふ
か
ら

、
こ
れ
が
起

若
し
泌
ま
ざ
れ
ば
荷
訟
又
は
泊
め
の
跡
地
凡
を
奏
す

一
際
で
も
あ
ら
う
。
尖
の
後
金
子
県
左
衛
門
・
被
引
出
荷

る
。
内
陣
で
は
大
宮
司
榊
の
枝
を
以
て
絡
を
抑
へ
、

一
左
衛
門
・篠
井
鍛
左
衛
門
・
篠
原
大
泉
・
削
同
三
郎
左

大
総
行
事
を
絞
て
執
民
一
に
附
す
る
。
執

m之
を
抱
い

一
衛
門
・前
賂
伊
兵
衛
等
が
砥
治
以
後
町
文
年
巾
ま
で

て
お
抽出
に
京
均
政
す
の
で
あ
る
。

一
助
め
、

一
人
役
で
あ
っ
た
が
、
廷
判
H

年
間
北
川
父
右

ウ
マ
ツ
日
酬
明
祭
諮
州
聞
の
名
o
作
者
不
詳
o
今

一
衛
門
・
湯
原
伊
総
の
勤
め
て
か
ら
は
雨
入
役
と
な
っ

は
何
れ
の
流
儀
に
も
椀
ぜ
ら
れ
ぬ
o
熊
積
一
窓
口刑多

一
た
o
正
徳
四
年
七
月
十
八
日
井
口
恨
布
術
門
町
役
や
告

訴
祉
で
初
午
の
日
に
行
は
れ
る
絡
祭
に
容
認
の
命
を

一
指
除
か
れ
、
誠
一
磁
仰
付
け
ら
れ
て
か
ら
中
山
間
し
、
別

受
け
た
勅
使
に
、
零
仁
天
阜
の
御
宇
こ
の
耐
を
御
前
て
霧
器
行
之
を
粂
脅
し
た
。

次
い
で
虫
干
保
九
年
八
月
十

し
た
大
入
杵
の
跡
中
、
印
ち
今
は
八
球
玉
殿
の
跡
遜
τ
=
日
篠
原
続
五
郎
・
村
木
工
右
衛
門
防
人
仰
付
け
ら

が
現
れ
て
、
鵜
祭
の
由
来
を
都
内
、
勅
使
饗
惚
の
お

十
れ
て
よ
h
叉
山
滞
納
し
た
が
、
明
利
九
年
隣
岱
十
郎
兵

に
御
祭
を
奏
し
た
こ
と
を
作
る
。

一
衛
の
死
後
代
役
を
命
ぜ
ら
れ
ず
、
安
永
二
年
今
引
恒

ウ
マ
ト
リ

馬
捕

阻
治
三
年
七
且
家
愚
蚊
立
引

一
右
衛
門
締
役
し
て
亦
代
b
常
命
ぜ
ら
れ
な
か
っ
た
。

科
の
定
書
に
、『
木
座
御
小
入
・御
草
陶
取
・御
府
知
給

一一
然
る
に
問
年
御
先
手
物
聞
大
屋
武
右
術
門
が
そ
れ
を

銀
七
十
回
』
と
あ
る
。
御
路
加
は
務
伎
の
召
府
及
び

ア
品
川
郁
し
、
安
永
三
年
筑
間
早
太
の
任
ぜ
ら
れ
て
か
ら

滞
の
岱
踏
の
取
録
者
で
、
御
山内
容
行
の
以
前
に
邸

一
郭
び
同
人
宛
辿
約
し
た。

し
、
御
厩
の
御
仲
間
と
も
務
せ
ら
れ
た
。

一

ウ
マ
ブ
ギ
ヨ
ウ
シ
ハ
イ
カ
チ
ナ
ミ

馬
奉
行
支
配

ウ
マ
ノ
セ
ゴ
Z

馬
の
背
越

↓

セ

y
ス
イ
ガ

ハ
一
歩
並

天
和
巾
M
m
問
凶
坂
剣
術
兵
術
鈴
木
版
一八
-m
四
期

ナ
千
潔
ヶ
向
山
。

一
前
八
は
御
M
m
器
行
支
回
出
御
歩
加
で
あ
っ
た
。
佐
古
伯

ウ
マ
ノ
ツ
ノ

馬
の
角

↓
テ
ン
グ
ノ
ツ
メ
天

一
祭
た
る
者
は
此
の
列
に
あ
っ
て
、
後
に
御
回目
方
に
地

狗
の
爪
。

一
ん
だ
の
で
あ
ら
う
。

ウ
マ
ノ
ハ
ル
午
の
春

一
節
。
周
山
一
古
の
殻
句

一

ウ
マ
マ
ツ
リ
午
祭

l
ゴ
ガ
y
ジ
y
ジ

御

願

集
で
、
序
も
訟
も
な
〈
、
容
初
に
文
臥
の
榔
闘
の
釦

一一
跡
事
。
ウ
マ
ヅ
カ
馬
板
。
ウ
マ
ツ
リ
雛
祭
。

が
あ
る
。
持
一
札
・年
絡
・卓
丈
・闘
来
・梓
江

-m大
・腿

一

ウ
マ
マ
ハ
リ
オ
ツ
カ
ヒ
ヤ
ヲ

馬
廻
御
伎
役

冗

古
な
ど
が
見
え
、
文
化
七
年
の
若
で
あ
ら
う
。

一
線
五
年
八
月
二
十
三
日
高
山
在
寄
り
こ
と
あ
っ
た

ウ
マ
ノ
リ

馬
乗

l
ウ
マ
ヤ
ク
潟
役
。

一
降
、
中
村
際
左
衛
門
子
制
が
御
賂
迦
御
伎
役
に
命
ぜ

ウ
マ
バ
シ

馬
橋

金
概
橋
梁
把
に
、
『山内橋
、
古

一
ら
れ
、
役
料
銀
二
十
枚
荷
受
け
た
の
が
紘
臨
で
あ
ら

犯
』
と
あ
る
。
此
の
舗
は
木
掲
揚
な
る
炭
宮
川
に
架

で
ヲ
。
六
年
契
附
治
兵
衛
信
清
成
制
内
右
術
川
町
興
・

大
A
保
宇
兵
衛
安
治
・
益
重
喜
左
衛
門
直
放
が
為
h
-
一
奥
三
右
衛
門
・
山
下
兵
隊
、
三
番
不
磁
登
舷
・吉
田
額
一

入
年
に
浅
井
左
兵
衛
恵
比
が
命
ぜ
ら
れ
て
亦
高
山
在

一
母
、
四
番
岩
田
勘
右
衛
門
・
雲
閣
主
計
、
主
留
一
色

番
と
な
っ
た
が
、
佐
治
々
締
役
し
て
平
保
元
年
七
且

一
主
鴎
・平
野
弧
次
右
衛
門
、
六
番
菰
奥
右
衛
門
大
西

に
憎
ん
だ
。

一
金
右
衛
門
で
、
此
の
時
抗
に
六
組
顕
十
二
人
で
あ
っ

ウ
マ
マ
ハ
リ
カ
シ
ラ
ナ
ミ

罵
廻
頭
並
御
M
m
廻

一
た
o
以
後
述
納

L
、
見
永
年
中
に
室
内
役
料
知
二
百

聞
加
は
元
文
江
年
正
月
日
一
日
大
槻
籾
ん
が
命
ぜ
ら

一
石
を
脇
は
っ
た
o
座
列
は
御
大
小
将
踊
の
次
で
あ
つ

れ
た
に
初
ろ
。
そ
の
後
天
明
日
年
同
刷
太
郎
左
衛
門

一
た
の
を
、
延
費
五
年
三
月
ご
日
そ
の
上
列
に
仰
せ
付

E
摘
が
任
ぜ
ら
れ
、
自
分
川
部
行
宇
一
品
川
惜
し
た
こ
と

一
け
ら
れ
た
o
天
和
二
年
九
且
刑
九
日
サ
二
組
に
改

が
あ
る
。

一
め
、

一
組
に
顕
一
入
、
番
郎
・使
役
共
三
十
人
、
奥
力

ウ
マ
マ
ハ
リ
グ
ミ

馬
廻
組
平
士
の
中
の

一一紘

一
拡
騎
、
足
級

二
十
人
内

小
間
二
人
・手
省
二
人
、

頭

で
、
本
帥
に
日
h
、
路
上
で
従
軍
す
る
制
で
あ
っ
た
。

一
附
小
者
五
人
を
附
け
ら
れ
る
削制
定
と
な
っ
て
、
役
科

読

L
m四
凶
時
代
に
於
い
て
は
小
身
の
士
皆
大
抑
の
東

一
は
や
は
均
二
百
石
で
あ
っ
た
が
、
的
に
は
奥
力
・足

潟
の
廻
h
に
臣
従
し
た
か
ら
、
迭
に
脂
廻
の
棋
を
生

一
軒
等
を
邸
せ
ら
れ
る
事
も
な
〈
、
番
顕
・
伎
役
を
怠

じ
た
も
の
ら
し
い
。
親
元
記
長
平
二
年
に
府
廻
十
日
比

一
て
置
か
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
同
年
十
一

月
十
一

と
悦
に
見
え
て
ゐ
る
。
線
問
氏
に
於
い
て
は
大
身
を

一
日
間
取
宇
-Uて
順
番
を
定
め
、
れ
の
時
の

一
番
野
村

人
持
、
小
身
を
路
廻
と
都
へ
、
大
怖
に
近
侍
す
る
を

一
伊
兵
衛
、
二
番
坂
井
奥
右
衛
門
直
枝
、
三
番
九
里
m
M

小
姓
と
椴
し
た
か
ら
、
そ
の
下
風
に
'X
つ
者
も
皆
之

一
右
衛
門
正
長
、
四
番
開制限
中
町
仙
忠
明
、
一九
番
窓
際
祈

に
倣
っ
た
の
で
あ
る
。
前
川
氏
に
於
け
る
M
m
廻
組
の

一
左
衛
門
長
安
、
六
番
怖
問
字
右
衛
門

E
R、
七
番
水

士
の
姓
名
の
初
見
は
天
正
十
三
年
末
森
峨
、
同
十
八

一
同
血
清
左
衛
門
震
保
、
入
番
野
村
奥
三
兵
衛
買
倍
、
九

年
八
王
子
械
に
於
い
て
で
あ
る
。
飢
蚊
に
就
い
て
は

一
番
篠
原
六
郎
左
術
門
長
良
、
十
番
一
色
宅
腕
回
目
M

問
、

何
回
目
何
年
間
ま
で
怖
か
で
な
い
が
、
大
坂
仰
の
時
は
六

一
十
一

番
富
永
小
布
街
門
助
初
、
十
二
日
笹
森
小
左
衛
門

縦
で
あ
っ
た
。
市
山
治
年
削
ま
で
は
知
行
百
石
で
も
此

一
三
富
と
な
っ
た
。
耐
後
こ
の
制
辿
納
す
る
。

の
縦
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
以
後
は
首
就
十
一旬
以
上
と

一

ウ
マ
マ
ハ
リ
タ
ミ
ガ
シ
ラ
ト
ウ
グ
ン
ソ
ウ
サ
ダ
メ

な
向
、
天
和
二
年
九
月
十
二
組
に
定
め
ら
れ
た
。
百

一
ガ
キ
馬
廻
組
頭
等
窓
裳
定
書

一
加
。
天
和
二
年

荒
サ
石
以
下
の
も
の
青
加
へ
ら
れ
る
こ
と
も
為
る

一
前

m綱
紀
の
命
に
よ
っ
て
、山内
廻
組
副
か
ら
伺
ひ
定

~
が
、
そ
れ
は
μ

川
例
で
な
い
。

一
め
た
軍
杭
の
用
品
部
、
及
び
元
徹
二
年
一
見
に
持
制
に
斜

ウ
マ
マ
ハ
リ
ヲ
ミ
ガ
シ
ラ
馬
廻
組
頭

御
町
内
組

一
定
し
た
箇
傍
等
荷
担
し
た
も
の
で
あ
ろ
。

組
問
は
略
し
て
御
脳
廻
聞
と
も
い
ふ
。

前
山
利
家
の

一

ウ
マ
マ
ハ
リ
グ
ミ
セ
イ
シ
ジ
ヨ
ウ
モ
ヲ

馬
廻
絡

頃
は
天
正
十
四
年
か
ら
財
政
八
永
岡
信
が
御
応
廻
組

一
一審
詞
係
自

路
廻
組

の
諸
士
身
持
心
得
の
こ
と
等

閉
そ
勤
め
た
。
其
の
後
大
担
寺
役
に
は
松
平
九
郎
右

一
九
よ
幌
売
、
起
稿
文
の
前
部
に

L
た
も
の
で
あ
る
。

衛
門
が
勤
め
、
次
い
で
的
隣
県
三
右
術
門
・
原
旧
又

一
前
悶
治
絡
の
天
明
一
均
年
十
二
且
か
ら
、
保
且
一
次
支

右
衛
門
日
間

m
m守が
勤
務
し
た
o
叉
大
坂
冬
之
仰
の
時

一
配
一
肌
の
第
宅
に
於
い
て
こ
の
摂
詞
に
印
判
せ

L
め
る

に
は
、

一
橋
大
域
蕊
岐
・
江
守
牢
共
術
、
二
番
佐
糠

一
例
に
な
っ
た
が
、
寛
政
三
年
よ
h
は
由
利
を
止
め
、


